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特集

元気に働いてもらうために
会社ができること

労働者の
健康
財産です！

は

少子高齢化で労働力人口が減るなか、
企業が働き手の健康維持・増進に留意
し、元気に働いてもらうことは今まで以
上に重要になっています。やりがいや老
後の生活のゆとりのために、できるだけ
長く働き続けたいと考えている働き手
も、自身の健康管理に努める必要があ
ります。医療費の適正化に向け、各保険
者が保健事業をさらに進めなければな
らないでしょう。本特集では、みんなが
元気に働く社会の実現のために、企業・
働き手・健康保険組合の３者ができるこ
とを、事例をもとに紹介します。
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(C) 2018 日本医療企画.
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推
進
体
制
の
構
築
に
お
け
る    

２
つ
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト

労
働
者
が
い
つ
ま
で
も
元
気
に
働
き
続
け

る
た
め
に
は
、
企
業
と
健
康
保
険
組
合
の
両

方
の
支
援
が
不
可
欠
で
す
。
コ
ラ
ボ
ヘ
ル
ス

に
取
り
組
む
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
は
推
進

体
制
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

推
進
体
制
の
一
つ
と
し
て
、
企
業
と
健
康

保
険
組
合
が
密
に
情
報
交
換
で
き
る
よ
う

に
、
企
業
側
の
健
康
推
進
関
連
部
署
と
健
康

保
険
組
合
を
隣
接
さ
せ
る
方
法
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
定
期
的
に
合
同
会
議
を
開
き
、

決
ま
っ
た
内
容
を
企
業
・
健
康
保
険
組
合
側

そ
れ
ぞ
れ
が
持
ち
帰
っ
て
組
織
内
で
の
承
認

を
と
る
と
い
う
方
法
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
企

業
と
健
康
保
険
組
合
の
各
職
務
を
兼
任
す
る

ス
タ
ッ
フ
を
置
く
こ
と
で
、
ス
ム
ー
ズ
に
展

開
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
自
社
の
規
模

や
健
康
保
険
組
合
の
財
政
状
況
に
合
わ
せ
た

方
法
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

自
社
の
課
題
解
決
に
つ
な
が
る
推
進
体
制

を
構
築
す
る
に
あ
た
っ
て
、
重
要
な
ポ
イ
ン

ト
は
２
つ
あ
り
ま
す
。
１
つ
目
は「
社
長
・

役
員
な
ど
経
営
者
の
直
轄
の
組
織
体
と
し
て

位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
」、
２
つ
目
は「
産
業

医
・
保
健
師
な
ど
医
療
専
門
職
や
外
部
専
門

事
業
者
が
関
与
し
て
い
る
こ
と
」で
す
。
こ

れ
ら
の
点
に
気
を
つ
け
て
、
体
制
づ
く
り
を

進
め
ま
し
ょ
う
。

お
互
い
の
役
割
を
見
直
し       

人
的
資
源
や
コ
ス
ト
を
適
正
化

続
い
て
、
企
業
と
健
康
保
険
組
合
の
役
割

分
担
を
見
直
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
持
っ
て
い
る

人
的
資
源
や
コ
ス
ト
の
適
正
化
を
図
り
、
再

構
築
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

ま
ず
、
健
康
保
険
組
合
は
特
定
健
康
診

査
・
特
定
保
健
指
導
な
ど
、
各
種
法
定
項
目

を
実
施
す
る
な
ど
、
保
険
者
機
能
を
強
化
し

ま
す
。

次
に
、企
業
は
自
社
の
課
題
を
洗
い
出
し
、

対
策
を
考
え
ま
す
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、

ス
テ
ッ
プ
２
や
ス
テ
ッ
プ
３
で
改
め
て
紹
介

し
ま
す
。
対
策
を
立
て
た
ら
、
企
業
は
職
場

内
環
境
の
整
備（
受
診
し
や
す
い
勤
務
体
制

づ
く
り
等
）な
ど
、
健
康
保
険
組
合
は
受
診

勧
奨
や
特
定
保
健
指
導
の
実
施
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
役
割
を
分
担
し
て
事
業
を
進
め
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
事
業
の
効
率
化
が
図
れ
る

う
え
、
社
員
に
対
し
て
も
統
一
し
た
情
報
を

提
供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

個
人
情
報
保
護
法
に          

則
っ
た
対
応
を

コ
ラ
ボ
ヘ
ル
ス
を
よ
り
効
果
的
に
進
め
る

た
め
に
は
、
企
業
と
健
康
保
険
組
合
が
そ
れ

ぞ
れ
持
っ
て
い
る
デ
ー
タ
の
共
有
・
活
用
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
労

働
者
の
健
康
状
態
の
全
体
像
を
把
握
で
き
る

か
ら
で
す
。

し
か
し
、
健
診
結
果
や
レ
セ
プ
ト
な
ど
の

個
人
の
健
康
・
医
療
情
報
は
、
改
正
個
人
情

報
保
護
法
で
適
切
な
取
り
扱
い
が
厳
格
に
求

め
ら
れ
る「
要
配
慮
個
人
情
報
」に
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
労
働
者
に
と
っ
て
は
、
ほ

か
の
人
に
知
ら
れ
た
く
な
い
情
報
で
あ
り
、

企
業
や
健
康
保
険
組
合
は
個
人
情
報
保
護
法

や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
に
配
慮
し
な
が
ら
慎
重

に
扱
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
点
を
踏
ま
え
、
個
人
の
健
康
・
医

療
情
報
で
は
な
く
、
集
計
デ
ー
タ
の
活
用
を
検

討
し
ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
、
集
計
デ
ー
タ
に
も

留
意
点
が
あ
り
ま
す
。
小
規
模
事
業
所
な
ど
、

分
析
す
る
集
団
の
人
数
が
少
な
い
場
合
は
、
個

人
が
特
定
さ
れ
る
可
能
性
が
高
く
な
る
う
え
、

個
人
の
数
値
が
全
体
に
与
え
る
影
響
が
大
き
く

な
る
の
で
、
集
団
の
特
徴
が
正
し
く
把
握
で
き

な
い
ケ
ー
ス
も
生
じ
ま
す
。

個
人
の
健
康
・
医
療
情
報
を
企
業
と
健
康

保
険
組
合
が
互
い
に
提
供
す
る
場
合
は「
第

三
者
提
供
」と
な
る
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
本

人
か
ら
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
次
の
２
つ
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て

は
、
同
意
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

１
つ
目
は
、
個
人
の
健
康
・
医
療
情
報
を

特
定
の
者
と
の
間
で
共
同
利
用
す
る
と
あ
ら

か
じ
め
本
人
に
伝
え
て
お
く
場
合
で
す
。
こ

れ
は
、「
第
三
者
提
供
」に
該
当
し
ま
せ
ん
。

そ
の
際
は
、「
共
同
利
用
さ
れ
る
個
人
デ
ー

タ
の
項
目
」「
共
同
利
用
者
の
範
囲
」「
利
用
目

的
」「
管
理
責
任
を
有
す
る
者
の
氏
名
ま
た
は

推
進
体
制
・
役
割
分
担
を
決
め

情
報
の
共
有
を
図
り
ま
し
ょ
う

Step

1 Part 3

How to

企
業
と
健
康
保
険
組
合
が
協
働
で
労
働
者
の
健
康
維
持
・
増
進
に
取
り
組
む（
コ
ラ
ボ
ヘ
ル
ス
）た
め
の
方
法
を
紹
介
し
ま
す
。

４
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テ
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プ
で
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ぶ
コ
ラ
ボ
ヘ
ル
ス
の
進
め
方

(C) 2018 日本医療企画.
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%

ウオーキング
実施率

80%

60%

40%

20%

0%

運動習慣（男性）

A社
同業態平均

全業態平均25.0
21.6

23.5
%

%

%

34%

74%

歯科健診
実施率

80%

60%

40%

20%

0%

31%

75%

朝食摂取率

100%

80%

60%

40%

20%

0%

71%

88%

休肝日の
実施率

100%

80%

60%

82%

90%

喫煙率

40%

20%

0%

36%

19%

運動習慣（女性）

A社
同業態平均

全業態平均14.0
14.9

14.7
%

%

%

食事習慣（男性）

A社
同業態平均

全業態平均34.0
32.0

22.4
%

%

%

食事習慣（女性）

A社
同業態平均

全業態平均25.0
24.3

17.9
%

%

%

睡眠習慣（男性）

A社
同業態平均

全業態平均58.0
59.0

60.1
%

%

%

睡眠習慣（女性）

A社
同業態平均

全業態平均50.0
51.3

52.0
%

%

%

喫煙習慣（男性）

A社
同業態平均

全業態平均37.0
33.6

36.1
%

%

%

喫煙習慣（女性）

A社
同業態平均

全業態平均15.0
14.1

16.0
%

%

%

飲酒習慣（男性）

A社
同業態平均

全業態平均25.0
27.8

27.6
%

%

%

飲酒習慣（女性）

A社
同業態平均

全業態平均35.0
37.3

36.0
%

%

%

：「A社」「同業態平均」「全業態平均」の中で一番よい状態

運動：1回30分以上の軽く汗をかく運動を週2日以上、1年以上実施
睡眠：睡眠で休養が十分とれている
食事：朝食を抜くことが週に3回以上ある
喫煙：現在、たばこを習慣的に吸っている
飲酒：飲酒日の1日あたりの飲酒量（男性：2合以上、女性：1合以上）

：「A社」「同業態平均」「全業態平均」の中で一番悪い状態

目的
目的に応じた
事業計画

（対象者、年度ごとの
事業計画）

評価指標となる目標値

アウトプット
（実施量）

アウトカム
（成果）

役割分担
事業主と健康保険組合の双方が、期待する連携のあり方を明確にしている

事業主と健康保険組合の連携における役割分担が明確になっている

会議体の
設置

事業主と健康保険組合との間で、連携について議論をする場が定期的に存在している

事業主の担当者と健康保険組合の担当者の日常的なコミュニケーションの場が存在している

健康課題
の共有

健康保険組合は、被保険者 /被扶養者の健康や医療費に関する課題を分析している

事業主は、経済的損失やリスクマネジメント、コンプライアンス等の経営上の視点から、
従業員の健康管理上の課題を明確にしている

専門職の
活用

事業主と健康保険組合が共同して、保健事業を行ううえで必要な専門職の資源を分析し、
必要な内部および外部の資源を確保している

事業主と健康保険組合の連携についての議論に、産業医や保健師などの専門職が参画している

質の管理
事業主と健康保険組合が連携して、外部委託先の選定段階及び実施段階において、
提供されるサービスの質を評価している

事業主と健康保険組合が連携して、提供している保健事業の質を評価している

健康情報の
取り扱い

事業主と健康保険組合の間で、個人情報等のデータの共同利用範囲を明確にしている

事業主と健康保険組合のデータの共同利用について、被保険者（従業員）の同意を得て、
取り扱いルールを明確にしている

計画の策定
事業主と健康保険組合が連携して、課題と役割分担に即した保健事業の計画が立てられている

保健事業の計画策定において、費用対効果が検討されている

目標・評価
指標の設定

保健事業の目的に沿って、事業主と健康保険組合それぞれの立場を尊重した目標やモニタリング指標が
設定されている

事業主と健康保険組合が連携して、目標の達成度やモニタリング指標の改善等によって、
保健事業の成果を評価している

評価・改善
事業主と健康保険組合が連携して、評価結果に基づき、保健事業の課題を検討している

事業主と健康保険組合が連携して、検討した課題に基づき保健事業の見直しを行い、
次期計画に反映させている

2014 年度 2016年度 2014 年度 2016年度 2014 年度 2016 年度 2014 年度 2016 年度 2014 年度 2016年度

図表1　A社の生活習慣（男性・女性）

名
称
」を
通
知
す
る
、
も
し
く
は
簡
単
に
知

る
こ
と
が
で
き
る
状
態
に
し
て
お
き
ま
す
。

ま
た
、
個
人
の
健
康
・
医
療
情
報
の
管
理
方

法
や
受
け
渡
し
方
法
に
つ
い
て
は
、
企
業
と

健
康
保
険
組
合
の
間
で
取
り
決
め
、
覚
書
を

作
成
し
て
お
く
こ
と
が
望
ま
し
い
で
す
。

２
つ
目
は
、
事
業
主
が
健
診
デ
ー
タ
を
健

康
保
険
組
合
に
渡
す
場
合
で
す
。
高
齢
者
の

医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
い
た
特

定
健
診
実
施
の
た
め
で
あ
れ
ば
、「
第
三
者

提
供
」に
該
当
し
ま
せ
ん
。

な
お
、
健
康
保
険
組
合
が
持
つ
レ
セ
プ
ト

デ
ー
タ
や
こ
れ
に
類
す
る
も
の
は
、「
加
入

者
の
権
利
利
益
の
侵
害
が
想
定
さ
れ
る
主
な

も
の
」と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
原
則
的
に
企

業
と
の
共
有
は
適
切
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

労
働
者
の
健
康
維
持
・
増
進
を
図
る
た

め
、
専
門
事
業
者
な
ど
外
部
資
源
と
デ
ー
タ

を
共
有
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
外
部
資

源
が
利
用
目
的
を
達
成
す
る
の
に
必
要
な
範

囲
内
で
、
委
託
を
受
け
て
、
個
人
デ
ー
タ
の

全
部
ま
た
は
一
部
を
提
供
し
て
も
ら
う
の

は
、「
第
三
者
提
供
」に
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

業
務
委
託
の
際
に
は
、
個
人
情
報
の
取
り
扱

い
に
関
す
る
取
り
決
め
を
し
、
そ
れ
を
公
表

し
ま
し
ょ
う
。
渡
す
デ
ー
タ
は
匿
名
化
す
る

な
ど
、
デ
ー
タ
の
扱
い
に
は
細
心
の
注
意
が

必
要
で
す
。

出典　データヘルス・健康経営を推進するためのコラボヘルスガイドライン

　
労
働
者
の
健
康
維
持
・
増
進
を
図
る
に
あ

た
っ
て
は
、
ま
ず
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き

た
予
防
・
健
康
づ
く
り
事
業
の
洗
い
出
し
を

し
て
み
ま
し
ょ
う
。
そ
の
う
え
で
、
取
り
組

み
の
漏
れ
（
特
定
の
層
に
向
け
た
事
業
が
行

わ
れ
て
い
な
い
な
ど
）
や
、
重
複
、
目
的
が

不
明
瞭
な
事
業
な
ど
が
な
い
か
を
確
認
し
ま

す
。
そ
の
際
は
、
取
り
組
み
の
内
容
を
企
業

側
と
健
康
保
険
組
合
側
に
分
け
た
う
え
で
、

各
取
り
組
み
状
況
を　
　
　
　
　

数
値
で
確
認

目
的
や
実
施
根
拠
の
法
律
な
ど
を
明
確
化
し

ま
し
ょ
う
。

　
次
に
、
現
状
（
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
等

に
よ
る
長
期
欠
勤
者
数
・
休
職
者
数
・
退
職

者
数
な
ど
）
や
、
取
り
組
み
状
況
（
健
診
受

診
率
、
特
定
保
健
指
導
実
施
率
）
の
数
値
の

ほ
か
、
加
入
者
の
男
女
割
合
や
年
齢
構
成
な

ど
の
全
体
像
も
把
握
し
ま
す
。

　
各
取
り
組
み
状
況
の
数
値
を
も
と
に
、「
健

康
白
書
」
を
作
成
し
、
自
社
の
特
性
を
明
ら

か
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
健
康
白
書
と
は
、
自
社
の
健
康
状
態
や
生

現
状
を
把
握
し

課
題
の
見
え
る
化
を
進
め
ま
し
ょ
う

Step

2

Part 3 How to　４ステップで学ぶコラボヘルスの進め方

(C) 2018 日本医療企画.
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%

ウオーキング
実施率

80%

60%

40%

20%

0%

運動習慣（男性）

A社
同業態平均

全業態平均25.0
21.6

23.5
%

%

%

34%

74%

歯科健診
実施率

80%

60%

40%

20%

0%

31%

75%

朝食摂取率

100%

80%

60%

40%

20%

0%

71%

88%

休肝日の
実施率

100%

80%

60%

82%

90%

喫煙率

40%

20%

0%

36%

19%

運動習慣（女性）

A社
同業態平均

全業態平均14.0
14.9

14.7
%

%

%

食事習慣（男性）

A社
同業態平均

全業態平均34.0
32.0

22.4
%

%

%

食事習慣（女性）

A社
同業態平均

全業態平均25.0
24.3

17.9
%

%

%

睡眠習慣（男性）

A社
同業態平均

全業態平均58.0
59.0

60.1
%

%

%

睡眠習慣（女性）

A社
同業態平均

全業態平均50.0
51.3

52.0
%

%

%

喫煙習慣（男性）

A社
同業態平均

全業態平均37.0
33.6

36.1
%

%

%

喫煙習慣（女性）

A社
同業態平均

全業態平均15.0
14.1

16.0
%

%

%

飲酒習慣（男性）

A社
同業態平均

全業態平均25.0
27.8

27.6
%

%

%

飲酒習慣（女性）

A社
同業態平均

全業態平均35.0
37.3

36.0
%

%

%

：「A社」「同業態平均」「全業態平均」の中で一番よい状態

運動：1回30分以上の軽く汗をかく運動を週2日以上、1年以上実施
睡眠：睡眠で休養が十分とれている
食事：朝食を抜くことが週に3回以上ある
喫煙：現在、たばこを習慣的に吸っている
飲酒：飲酒日の1日あたりの飲酒量（男性：2合以上、女性：1合以上）

：「A社」「同業態平均」「全業態平均」の中で一番悪い状態

目的
目的に応じた
事業計画

（対象者、年度ごとの
事業計画）

評価指標となる目標値

アウトプット
（実施量）

アウトカム
（成果）

役割分担
事業主と健康保険組合の双方が、期待する連携のあり方を明確にしている

事業主と健康保険組合の連携における役割分担が明確になっている

会議体の
設置

事業主と健康保険組合との間で、連携について議論をする場が定期的に存在している

事業主の担当者と健康保険組合の担当者の日常的なコミュニケーションの場が存在している

健康課題
の共有

健康保険組合は、被保険者 /被扶養者の健康や医療費に関する課題を分析している

事業主は、経済的損失やリスクマネジメント、コンプライアンス等の経営上の視点から、
従業員の健康管理上の課題を明確にしている

専門職の
活用

事業主と健康保険組合が共同して、保健事業を行ううえで必要な専門職の資源を分析し、
必要な内部および外部の資源を確保している

事業主と健康保険組合の連携についての議論に、産業医や保健師などの専門職が参画している

質の管理
事業主と健康保険組合が連携して、外部委託先の選定段階及び実施段階において、
提供されるサービスの質を評価している

事業主と健康保険組合が連携して、提供している保健事業の質を評価している

健康情報の
取り扱い

事業主と健康保険組合の間で、個人情報等のデータの共同利用範囲を明確にしている

事業主と健康保険組合のデータの共同利用について、被保険者（従業員）の同意を得て、
取り扱いルールを明確にしている

計画の策定
事業主と健康保険組合が連携して、課題と役割分担に即した保健事業の計画が立てられている

保健事業の計画策定において、費用対効果が検討されている

目標・評価
指標の設定

保健事業の目的に沿って、事業主と健康保険組合それぞれの立場を尊重した目標やモニタリング指標が
設定されている

事業主と健康保険組合が連携して、目標の達成度やモニタリング指標の改善等によって、
保健事業の成果を評価している

評価・改善
事業主と健康保険組合が連携して、評価結果に基づき、保健事業の課題を検討している

事業主と健康保険組合が連携して、検討した課題に基づき保健事業の見直しを行い、
次期計画に反映させている

2014 年度 2016年度 2014 年度 2016年度 2014 年度 2016 年度 2014 年度 2016 年度 2014 年度 2016年度

図表2　目的とアウトプット・アウトカムの関係

出典　健康保険組合連合会『健康保険組合　保健事業におけるアウトプット・アウトカム』

活
習
慣
の
特
性
を
「
見
え
る
化
」
し
た
も
の

で
す
。
こ
れ
を
も
と
に
、
性
別
・
年
代
・
事

業
所
・
エ
リ
ア
・
職
種
な
ど
に
分
け
て
業
態

の
平
均
と
比
較
し
、
特
徴
を
分
析
し
て
課
題

を
見
つ
け
、
対
策
を
立
て
ま
す
。

　
確
認
す
る
ポ
イ
ン
ト
を
次
に
挙
げ
ま
す
。

エ
ビ
デ
ン
ス
の
あ
る　
　
　
　
　

事
業
目
的
に
対
応
し
た
も
の
に

ス
テ
ッ
プ
２
で
自
社
の
健
康
課
題
が
明
ら

か
に
な
っ
た
ら
、そ
の
対
策
に
着
手
し
ま
す
。

ま
ず
、
企
業
と
健
康
保
険
組
合
が
一
緒
に
、

エ
ビ
デ
ン
ス（
証
拠
・
根
拠
）の
あ
る
共
通
の

目
標
と
評
価
指
標
を
設
定
し
ま
す
。

こ
の
目
標
と
評
価
指
標
は
、
事
業
目
的
に

対
応
し
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
図
表

２
の
と
お
り
、
そ
の
目
的
に
基
づ
い
て
、
事

業
計
画
を
若
者
や
女
性
な
ど
の
対
象
者
や
、

年
度
ご
と
に
作
成
し
ま
す
。

続
い
て
、
評
価
指
標
と
な
る
目
標
値
と
し

て
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト（
実
施
量
）と
ア
ウ
ト
カ
ム

（
成
果
）を
定
め
ま
す
。

評
価
の
手
段
や
時
期
、
基
準
は
、
事
業
計

❶ 

医
療
費

　
一
人
あ
た
り
の
医
療
費
に
つ
い
て
、
自
社

と
同
業
態
平
均
や
全
業
態
平
均
を
比
較
し
ま

す
。
疾
病
別
医
療
費
を
見
て
、
対
策
の
優
先

順
位
を
決
め
ま
す
。

❷ 

健
康
状
態
な
ど

　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
該
当
者
の

割
合
や
、
生
活
習
慣
病
を
引
き
起
こ
す
可
能

性
の
あ
る
高
血
圧
や
脂
質
異
常
、
高
血
糖
の

人
の
割
合
を
把
握
し
ま
す
。

❸ 

生
活
習
慣　

　
年
代
別
に
運
動
・
食
事
・
睡
眠
・
喫
煙
・

飲
酒
の
５
つ
の
習
慣
を
確
認
し
ま
す
。

❹ 
人
事
デ
ー
タ

　
残
業
時
間
と
睡
眠
習
慣
・
食
習
慣
な
ど
を

見
比
べ
て
、
働
き
方
と
生
活
習
慣
に
ど
ん
な

関
係
が
あ
る
の
か
を
把
握
し
ま
す
。

❺ 

そ
の
他

　
労
働
生
産
性
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と

る
こ
と
で
、
健
康
状
態
と
労
働
生
産
性
の
関

係
を
確
認
で
き
ま
す
。

❻ 

男
女
比
較　
　

　
医
療
費
や
生
活
習
慣
な
ど
を
男
女
で
比
較

す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
て
優
先
し

て
行
う
べ
き
対
策
が
明
ら
か
に
な
り
ま
す
。

❼ 

年
代
比
較

　
年
代
ご
と
に
医
療
費
や
生
活
習
慣
を
比
較

し
、
ど
の
年
代
か
ら
増
え
て
い
く
の
か
と

い
っ
た
傾
向
を
調
べ
ま
し
ょ
う
。

❽ 

事
業
所
比
較

　

複
数
の
事
業
所
を
持
っ
て
い
る
場
合
は
、

事
業
所
ご
と
に
比
較
し
ま
す
。
た
だ
し
、
事

画
を
策
定
す
る
と
き
に
決
め
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
こ
の
時
点
か
ら
明
確
に
し
て
お
く
こ
と

で
、
事
業
の
実
効
性
が
高
ま
り
ま
す
。

ま
た
、
取
り
組
み
の
実
施
前
に
、
事
業
の

推
進
や
評
価
に
必
要
な
デ
ー
タ
の
種
類
や
取

得
方
法
、
費
用
の
分
担
な
ど
を
企
業
と
健
康

保
険
組
合
の
間
で
決
め
て
お
く
こ
と
が
必
要

で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
正
確
に
効
果
を
測
定

で
き
ま
す
。

評
価
は
、
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー（
構
造
）、
プ

ロ
セ
ス（
過
程
）、ア
ウ
ト
プ
ッ
ト（
実
施
量
）、

ア
ウ
ト
カ
ム（
成
果
）の
４
つ
の
観
点
か
ら
実

施
し
ま
す
。
評
価
す
る
対
象
を
明
確
に
し
、

事
業
の
前
後
や
、
事
業
に
参
加
し
た
人
と
し

な
か
っ
た
人
な
ど
を
比
較
し
ま
し
ょ
う
。
ス

テ
ッ
プ
４
で
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
が
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
回
す
と
き
も
効
果
を
も

業
所
の
規
模
が
小
さ
い
場
合
は
、
個
人
の
傾

向
が
明
ら
か
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
比
較

は
避
け
ま
し
ょ
う
。

❾ 

エ
リ
ア
比
較

　
全
国
に
事
業
所
が
あ
る
場
合
は
、
エ
リ
ア

ご
と
に
比
較
し
、
優
先
的
に
対
策
を
と
る
べ

き
エ
リ
ア
が
あ
る
か
を
調
べ
ま
す
。

➓ 

職
種
比
較

　
複
数
の
職
種
が
あ
る
場
合
は
、
職
種
ご
と

の
傾
向
を
つ
か
む
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

前
ぺ
ー
ジ
図
表
１
は
、
あ
る
企
業
の
男
女

別
の
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
習
慣
を
、
同
業
態
平

均
や
全
業
態
平
均
と
比
較
し
た
も
の
で
す
。

男
性
の
運
動
習
慣
は
よ
い
状
態
で
あ
る
一
方

で
、
女
性
の
運
動
習
慣
は
よ
く
な
い
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
女
性
の
運
動
習

慣
を
改
善
で
き
る
よ
う
な
対
策
が
必
要
だ
と

わ
か
り
ま
す
。

目
標
・
評
価
指
標
を

設
定
し
ま
し
ょ
う

Step

3

特
集

(C) 2018 日本医療企画.
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%

ウオーキング
実施率
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60%
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運動習慣（男性）

A社
同業態平均

全業態平均25.0
21.6

23.5
%

%

%

34%

74%

歯科健診
実施率

80%

60%

40%

20%

0%

31%

75%

朝食摂取率

100%

80%

60%

40%

20%

0%

71%

88%

休肝日の
実施率

100%

80%

60%

82%

90%

喫煙率

40%

20%

0%

36%

19%

運動習慣（女性）

A社
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14.9

14.7
%

%
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食事習慣（男性）
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睡眠習慣（女性）
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51.3
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%

%

%

喫煙習慣（男性）

A社
同業態平均

全業態平均37.0
33.6

36.1
%

%

%

喫煙習慣（女性）

A社
同業態平均

全業態平均15.0
14.1

16.0
%

%

%

飲酒習慣（男性）

A社
同業態平均

全業態平均25.0
27.8

27.6
%

%

%

飲酒習慣（女性）

A社
同業態平均

全業態平均35.0
37.3

36.0
%

%

%

：「A社」「同業態平均」「全業態平均」の中で一番よい状態

運動：1回30分以上の軽く汗をかく運動を週2日以上、1年以上実施
睡眠：睡眠で休養が十分とれている
食事：朝食を抜くことが週に3回以上ある
喫煙：現在、たばこを習慣的に吸っている
飲酒：飲酒日の1日あたりの飲酒量（男性：2合以上、女性：1合以上）

：「A社」「同業態平均」「全業態平均」の中で一番悪い状態

目的
目的に応じた
事業計画

（対象者、年度ごとの
事業計画）

評価指標となる目標値

アウトプット
（実施量）

アウトカム
（成果）

役割分担
事業主と健康保険組合の双方が、期待する連携のあり方を明確にしている

事業主と健康保険組合の連携における役割分担が明確になっている

会議体の
設置

事業主と健康保険組合との間で、連携について議論をする場が定期的に存在している

事業主の担当者と健康保険組合の担当者の日常的なコミュニケーションの場が存在している

健康課題
の共有

健康保険組合は、被保険者 /被扶養者の健康や医療費に関する課題を分析している

事業主は、経済的損失やリスクマネジメント、コンプライアンス等の経営上の視点から、
従業員の健康管理上の課題を明確にしている

専門職の
活用

事業主と健康保険組合が共同して、保健事業を行ううえで必要な専門職の資源を分析し、
必要な内部および外部の資源を確保している

事業主と健康保険組合の連携についての議論に、産業医や保健師などの専門職が参画している

質の管理
事業主と健康保険組合が連携して、外部委託先の選定段階及び実施段階において、
提供されるサービスの質を評価している

事業主と健康保険組合が連携して、提供している保健事業の質を評価している

健康情報の
取り扱い

事業主と健康保険組合の間で、個人情報等のデータの共同利用範囲を明確にしている

事業主と健康保険組合のデータの共同利用について、被保険者（従業員）の同意を得て、
取り扱いルールを明確にしている

計画の策定
事業主と健康保険組合が連携して、課題と役割分担に即した保健事業の計画が立てられている

保健事業の計画策定において、費用対効果が検討されている

目標・評価
指標の設定

保健事業の目的に沿って、事業主と健康保険組合それぞれの立場を尊重した目標やモニタリング指標が
設定されている

事業主と健康保険組合が連携して、目標の達成度やモニタリング指標の改善等によって、
保健事業の成果を評価している

評価・改善
事業主と健康保険組合が連携して、評価結果に基づき、保健事業の課題を検討している

事業主と健康保険組合が連携して、検討した課題に基づき保健事業の見直しを行い、
次期計画に反映させている

2014 年度 2016年度 2014 年度 2016年度 2014 年度 2016 年度 2014 年度 2016 年度 2014 年度 2016年度

と
に
計
画
を
考
え
る
た
め
、
効
果
を
調
べ
る

の
は
と
て
も
大
切
で
す
。

た
だ
し
、
ア
ウ
ト
カ
ム（
成
果
）に
つ
い
て

は
、
数
値
デ
ー
タ
を
と
る
ま
で
に
数
年
か
か

想
定
し
て
い
た
効
果
が
出
な
い
可
能
性
も
あ

り
ま
す
。
そ
う
し
た
場
合
は
、
目
標
と
実
績

に
な
ぜ
差
が
生
ま
れ
た
の
か
を
調
べ
て
、
達

成
状
況
に
合
わ
せ
た
改
善
策
を
立
て
て
実
行

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。　

　
い
か
が
で
し
た
か
。
労
働
者
が
長
く
元
気

に
働
く
た
め
に
、
ぜ
ひ
コ
ラ
ボ
ヘ
ル
ス
を
進

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
単
年
度

で
は
評
価
が
で
き
な
い
ケ
ー
ス
も
考
え
ら
れ

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
際
は
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

の
観
点
か
ら
評
価
し
ま
す
。

め
ま
し
ょ
う
。

　
最
後
に
、
コ
ラ
ボ
ヘ
ル
ス
の
実
効
性
を
上

げ
る
た
め
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
（
図
表
３
）

を
掲
載
し
ま
す
。
自
社
の
取
り
組
み
に
足
り

な
い
と
こ
ろ
・
で
き
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
な

い
か
を
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

図表3　コラボヘルスチェックリスト

出典　「産業医科大学産業保健経営学研究室・コラボヘルス研究会：コラボヘルス指標」を一部改編

　
目
標
や
評
価
指
標
が
定
ま
っ
た
ら
、早
速
、

取
り
組
み
を
開
始
し
ま
し
ょ
う
。
効
果
を
上

げ
る
た
め
に
は
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
が
肝

要
で
す
。

　
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
と
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
Ｐ（
P
l
a
n
）

　
自
社
の
健
康
課
題
に
応
じ
た
実
施
計
画
の

策
定
。

・
Ｄ（
D
o
）

　
事
業
を
実
施
す
る
。

・
Ｃ（
C
h
e
c
k
）

　
事
業
を
振
り
返
っ
て
評
価
す
る
。

・
Ａ（
A
c
t
i
o
n
）

　
問
題
点
を
把
握
し
、
改
善
に
つ
な
げ
る
。

　
Ｄ
に
あ
た
る
「
事
業
の
実
施
」
に
つ
い
て

は
、
具
体
的
な
対
策
例
を
紹
介
し
ま
す
。
同

様
の
健
康
課
題
を
抱
え
て
い
る
場
合
は
、
ぜ

ひ
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
例
１

【
健
康
課
題
】

　
健
康
診
断
の
受
診
率
の
低
さ

【
事
業
】

　
疾
病
に
関
す
る
知
識
を
掲
載
す
る
冊
子
を

配
布
し
、
受
診
の
大
切
さ
を
伝
え
る
。

◎
例
２

【
健
康
課
題
】

　
特
定
保
健
指
導
の
実
施
率
の
低
さ

【
事
業
】

　
勤
務
時
間
中
に
特
定
保
健
指
導
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
す
る
。

◎
例
３

【
健
康
課
題
】

　
生
活
習
慣
病
の
社
員
の
多
さ

【
事
業
】

　
給
食
業
者
と
連
携
し
て
、
社
員
食
堂
の
メ

ニ
ュ
ー
の
カ
ロ
リ
ー
や
塩
分
量
を
見
直
す
。

◎
例
４

【
健
康
課
題
】

　
健
康
へ
の
意
識
の
低
さ

【
事
業
】

　
自
社
の
健
康
課
題
に
合
わ
せ
た
セ
ミ
ナ
ー

を
企
画
し
、
実
施
す
る
。

　
た
と
え
事
業
を
実
施
し
て
も
、１
年
目
は
、

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を

回
し
ま
し
ょ
う

Step

4
達
成
状
況
に
応
じ
て　
　
　
　
　

改
善
策
を
立
案
・
実
行

Part 3 How to　４ステップで学ぶコラボヘルスの進め方

(C) 2018 日本医療企画.
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